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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年５月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 令和７年５月２７日 １１時３０分頃（日本時間） 

発生場所 青森県東方沖 

鮫
さめ

角
かど

灯台から真方位０８９°２,６１０海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯４１°１６.０′ 西経１６５°００.０′） 

事故の概要  漁船第五十八金剛
こんごう

丸が操業中、乗組員１人が落水して死亡した。 

事故調査の経過  令和７年７月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第五十八金剛丸、１８７トン 

 １３５６２７、有限会社山下水産 

 ４１.３０ｍ×７.００ｍ×３.００ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、７３５.５kＷ、平成１０年４月 

 乗組員等に関する情報 船長 ６５歳 

 四級海技士（航海）（履歴限定） 

  免 許 年 月 日 平成３１年３月１９日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和６年２月２６日 

  免状有効期間満了日 令和１１年３月１８日 

漁労作業員Ａ（インドネシア共和国籍） ３０歳 

 死傷者等 死亡 １人（漁労作業員Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西北西、風速 約１５m/s 

海象：波向 西北西、波高 約３～４ｍ（気象庁の外洋波浪図による

有義波高（５月２７日０９時及び２１時））、水温 約１４℃ 

 事故の経過  本船は、船長及び漁労作業員Ａ（特定技能外国人）ほか７人（日本

国籍４人、インドネシア共和国籍３人（特定技能外国人２人、外国人

技能実習生１人））が乗り組み、いか一本釣り漁の目的で、令和７年５

月５日石川県能登町小木
お ぎ

港を出航し、１７日青森県東方約２,６００Ｍ

沖の西経１６５°付近の漁場に到着し、その後、漂泊しながら操業を

行っていた。 

本船の操業は、主機を停止した状態で、パラシュート型シーアン 

カーを投入し、船首を風に立てて漂泊して行うものであり、漁場の移
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動中以外は数日にわたり常時行われていた。操業中は、船長が指揮・

監督を行い、日中（日本時間０１時頃から１８時頃まで）は船長以外

の乗組員８人が４人ずつ交代で漁獲物の処理等の甲板作業を行い、夜

間は８人で同様の甲板作業を行っていた。 

本船には、ブルワークの内側にいか
．．

釣り機が片舷１２機及び船尾部

に左右各１機の計２６機設置されていた。（以下、いか釣り機について

は船首側から順に左右それぞれ「１番機」から「１３番機」という。）

また、いか釣り機の内側には、防護柵が設けられていた。（図１参照） 

 

船尾                         船首 

 

 

 

 

                

  ：いか釣り機、―――：防護柵 

図１ 本船いか釣り機配置状況図 

 

本船は、２７日の操業中、船長が船橋において指揮をとり、１０時

頃（日本時間、以下同じ。）から甲板長及び漁労作業員Ａが右舷側を、

操機長及び別の漁労作業員（以下「漁労作業員Ｂ」という。）が左舷側

をそれぞれ担当し、４人で甲板作業を行っていた。 

船長は、漁業向け海象・気象情報サービスで入手した情報から風波

が強まると予測していたところ、１１時３０分頃、風が強まってきた

のを認めた。この時、船首方から受けている波が甲板上に打ち込む状

況ではなかったが、更に波が高くなれば１番機から舷外に展開してい

る受け台（いかの落下防止用ネット）が損傷するおそれがあると考

え、船内マイクで甲板作業中の乗組員に対し、両舷１番機の受け台を

収納する作業（以下「本件作業」という。）を行うよう指示した。 

受け台は、各いか釣り機の外側に舷外へ倒して下方に展開する形で

設置されていた。受け台の上端にはロープが２本取り付けられてお

り、同ロープは、いか釣り機の船内側に設けられた防護柵上部を跨
また

い

で、他端が同柵の手すりに結ばれていた。本件作業は、これらのロー

プを船内側に引いて受け台を立てるものであった。 

操機長は、左舷側で本件作業を行っていたところ、右舷側からバー

ンという金属が接触したような音を聞き、音のした方向を見て、１人

で右舷側の本件作業を行っていた漁労作業員Ａが、右舷側１番機の受

け台（以下「本件受け台」という。）とその船尾側にある２番機の受け

台との間において、立った姿勢から舷外に落下するのを見た。 

（写真１及び２ 参照） 

船首楼甲板 
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写真１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１、写真２ 右舷側１番機及び同２番機（落水時の状況を再現） 

 

操機長と同じ左舷側にいた漁労作業員Ｂは、漁労作業員Ａを救助し

ようと、着用していたカッパを脱いで海に飛び込んだ。 

前部上甲板右舷側で別の作業を行っていた甲板長は、漁労作業員Ａ

が落水したことに気付き、右舷船首部に移動して救命浮環を投下し

た。その後、海面に浮いていた漁労作業員Ａが、小さなうめき声を２

度上げ、口から泡を吹いて意識を失う様子を見た。 

漁労作業員Ｂは、漁労作業員Ａの体をつかみ、自身が救命浮環の中

に入って浮力を確保しながら漁労作業員Ａの体を保持した。 

船長は、船橋に駆け寄ってきた操機長から漁労作業員Ａが落水した

旨の報告を受け、ベルを鳴らして総員呼出しを行った後、右舷船首部

に移動したところ、漁労作業員Ａが、漁労作業員Ｂによって体を確保

されていたものの、頭部が前方に垂れて顔が水中に没している状況を

見た。 

船長は、右舷側の魚倉の開口部にある扉を開けて舷外に金属製のは
．

しご
．．

を掛け、同はしご
．．．

を海面付近まで下りて漁労作業員Ａの体をつか

み、漁労作業員Ｂと共に漁労作業員Ａの体にロープを掛けて引き上げ

ようとしたものの、波による動揺で作業が困難であった。（写真３参

照） 
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※ いか釣り機の受け台等は取り外されている。 

写真３ 本船 

 

漁労作業員Ｂは体力を消耗して船内に戻ったが、船長は、操機長と

共にはしご
．．．

の下部につかまりながら、漁労作業員Ａの救助作業を継続

したものの、次第に体力が消耗して自らの体を支えることができなく

なった。その後、船長及び操機長は他の乗組員に引き上げられて船内

に戻った。 

漁労作業員Ａは、先端にフックのついた竹竿２本をカッパに引っ掛

けた状態で保持され、その後、波の上下動で体が持ち上がったタイミ

ングを利用して他の乗組員によって右舷側の魚倉の開口部から船内に

引き上げられた。 

漁労作業員Ａは、心肺停止状態であったので胸骨圧迫による心肺蘇
そ

生措置が行われたものの、心拍は再開しなかった。なお、漁労作業員

Ａの額には赤い打撲痕が認められた。 

船長は、船舶所有者に本事故の発生を連絡し、１３時頃、操業を中

止して青森県八戸市八戸港に向けて帰航することとした。 

漁労作業員Ａは、本船の帰航途中に船長が海上保安庁及び医療機関

と船舶電話で連絡を取り、死亡の確認が行われた。 

漁労作業員Ａは、本船が６月７日０７時４５分頃八戸港に入港した

後、八戸市内の病院に搬送されて司法解剖が行われ、死因は溺水と検

案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 漁労作業員Ａに関する情報 

漁労作業員Ａは、約４年前から外国人技能実習生の漁労作業員と

して本船に乗り組むようになり、令和７年５月から特定技能外国人

となった。 

船長によれば、漁労作業員Ａは、日本語の指示を十分に理解で

き、真面目に指示に従い、これまでに危険な行動をとるようなこと

はなかった。 

(2) 着衣及び保護具等に関する情報 

漁労作業員Ａほか、甲板作業を行っていた乗組員は、全員、作業

魚倉の 

開口部 

１番機 

フックのついた竹竿
ざお
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用救命衣を着用していなかった。 

船長によれば、本船の乗組員は、時化
し け

の際などに乗組員が自主的

に着用する場合を除き、ふだんから甲板作業中に作業用救命衣を着

用していなかった。船長は、本船には全周にわたって防護柵が設け

られているので、乗組員が落水するとは思っておらず、また、作業

用救命衣を着用すると作業を行う際に邪魔になるので、作業用救命

衣の着用に関する指導を行っていなかった。 

漁労作業員Ａは、胴付きカッパズボンを着用していた。船長によ

れば、本事故当時、乗組員は全員半袖の上衣で甲板作業を行ってい

た。 

(3) 右舷側１番機及び同２番機付近の状況 

いか釣り機の内側に設けられた防護柵は、ブルワーク外縁から約

１１０cm 船内側に設置され、下段の手すり部上面が甲板上高さ約 

１３０cmであった。 

いか釣り機の下方には漁獲物が流れる樋が設置されており、防護

柵の外側で人が立てる足場は、ブルワーク上又は樋の船内側のみで

あった。また、ブルワーク外縁と樋の船内側外縁との幅は約６５cm

であった。 

（写真４及び５ 参照） 

 

漁労作業員Ａが落水した場所 

 

 

 

 

 

 

 

※ 受け台、樋等は取り外されている。 

写真４、写真５ 右舷側１番機及び同２番機付近の甲板の状況 

 

(4) 本件受け台に関する情報 

船長によれば、本件作業は、防護柵の内側から片手で容易にロー

プを引いて本件受け台を収納することができる。漁場の移動中は受

け台を立てて航行するので、受け台の収納は特別な作業ではなかっ

た。漁労作業員Ａほかの乗組員は本件作業に慣れており、１人で支

障なく行うことができる。本事故当時、１番機を稼働していなかっ

たので、漁具が絡まる等のトラブルは起きていなかった。なお、漁

労作業員Ａが落水した際、本件受け台は、垂直に立った状態で収納

されていた。 

約１３０cm 

防護柵 

約１１０cm 

約６５cm 

樋 

写真４ 写真５ 
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船長及び操機長によれば、操業中、いか喧嘩
げ ん か

（捕獲したいか
．．

同士

が傷つけあう）の場合などには、まれに防護柵の外に出て作業を行

うこともあるが、通常、防護柵の外側に出て作業することはなく、

漁労作業員Ａがどうして防護柵の外側にいたのか分からなかった。 

(5) 気象・海象等に関する情報 

  本船は、主機を停止してシーアンカーを投じて漂泊し、風波を船

首方向から受けていた。船長によれば、本事故当時、甲板上に波が

打ち込む状況ではなく、本船はゆっくりと縦揺れしていたものの、

横揺れはなかった。 

(6) 落水者の救助に関する情報 

  本船は、落水者を想定した救助活動に関する訓練を実施したこと

がなかった。 

  船長及び操機長は、漁労作業員Ａが落水した後、舷外に掛けたは
．

しご
．．

を下りて救助活動を行う際も、作業用救命衣を着用していなか

った。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

(1) 落水者の死亡について 

漁労作業員Ａの死因は溺水であった。 

(2) 落水について 

漁労作業員Ａは、次のことから、落水の危険性がある防護柵の外

側に出て、不安定な姿勢で本件作業中、体のバランスを崩すなどし

て落水したものと考えられる。 

① 右舷側１番機で本件作業を行っていた。 

② バーンという金属音がした後、防護柵の外側で立った姿勢から

落水したのを目撃された。 

③ いか釣り機の下方には漁獲物が流れる樋が設置されており、防

護柵の外側に安定した姿勢で立てる足場はなかった。 

④ 右舷側１番機の受け台は収納されていた。 

漁労作業員Ａは、額に打撲痕が認められたこと及び落水後短時間

で意識を喪失していることから、本件作業中に頭部が本件受け台等

と接触した可能性があると考えられる。 

漁労作業員Ａは、防護柵の外側に出て本件作業を行っていたが、

本件作業は防護柵の内側で実施可能であり、右舷側１番機に漁具の

トラブル等の痕跡も確認できなかったことから、漁労作業員Ａが防

護柵の外側に出た理由を明らかにすることはできなかった。 

(3) 作業用救命衣の着用について 

漁労作業員Ａは、作業用救命衣を着用していなかったことから、
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落水後、他の乗組員が直ちに海中に入って体を確保したものの、顔

を海面上に維持することができず、溺水したものと考えられる。 

船長は、次のことから、甲板作業中における作業用救命衣着用の

必要性を認識していなかったものと考えられる。 

① 本船には全周にわたって防護柵が設けられており、乗組員が落

水すると思っていなかった。 

② 作業用救命衣を着用すると作業の邪魔になると思っていた。 

③ 作業用救命衣着用に関する指導を行っていなかった。 

原因  本事故は、本船が操業中、作業用救命衣を着用していない漁労作業

員Ａが、防護柵の外側に出て不安定な姿勢で本件作業を行っていたた

め、体のバランスを崩すなどして落水したことにより発生したものと

考えられる。 

再発防止策  船舶所有者及び船長は、本事故後、漁労作業中の安全確保について

乗組員に対する指導を行うとともに、暴露甲板上での作業用救命衣の

着用を徹底した。 

 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・漁船の所有者及び船長は、漁労作業に必要な場合を除き、防護柵

の外側など、落水する危険性のある区域に乗組員を立ち入らせな

いこと。また、立ち入らせる必要がある場合には、墜落制止用器

具を装着させるなどの落水防止措置を講じた上で、追加の人員を

配置して単独での作業を行わせないこと。 

 ・漁船の所有者及び船長は、作業用救命衣着用に関する重要性を認

識し、暴露甲板上で作業を行う乗組員に作業用救命衣等の着用を

徹底させること。 

 ・漁船の所有者及び船長は、落水者が発生した場合の救助を想定

し、乗組員に対し、安全保護具の装着、救命浮環の使用や船体構

造に応じた落水者の引上げ方法、各人の役割など、事前に検討及

び訓練を行わせること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 海洋状況表示システムを加工して作成 

 

事故発生場所 
（令和７年５月２７日 
１１時３０分頃発生） 

八戸港 × 

北太平洋 

オホーツク海 


